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千原光雄: カナダの Bam.field臨海実験所 Mitsuo ClIlfl.¥R.¥: Bamfield 

Marine Station in Vancouver Island， British Columbia， Canada 

カナダにこのl同で初めての1~，;lflj)J検jijrがノヘムILîí)ドに かに ÌJ;f:jìl'~な食堂のあるili物，木造の宿泊川 家 h'. 8 [¥[1 

できたと 1972{I'::に Ilfl~ 、た。 かつてI~JDiIfI}尖験所に勤務 (lgl-3)，所長官件， !.((jj'[生JlJl実!検出などがある。さ ら

し，また数年!Iirに 1年お1カナ ダ太平作治)，'で必 したこ に目をリ|く建造物として“IくombuHou se " が主)~!\;í!

とのある宅1告はいつかこの尖!験所に行って見たいと山、 Niのliirに由つ(J記1-2)。 これは総体力。ラス必りの泌桜山

っていた。希望は|刈らずも iVl 年の以に;U:lò した。 l~実験他，没で ， :iE而に北大の"1_1トIぷ輝51::1:.のごiIになる

この|恥Il1i実験J9rはBーよの名を BamnelclMarin巴

Slalionといい，ハンク ーパーjJJの太平 行(1lI1にある

Barkley Souncl の Bamnelcl lnletにIftlしてil!て

られ， カナダIJlj;"ftl汀.大学のiIlitlJニ物 学 会 (WeSlern

Canaclian Universilies Marine Biological Society; 

'vVCUMBS)により;'li蛍される。北アメ リカのよヂiI

)'1 ~:は:I tはアラスカからI釘はメ キゾコ にいたる長L 、 ifIf. )'i

総をもち， ifil出~， iflj. pi'i~助物と もに l!? ;ii で ， iflf.t-Y:生物の

研究や教育に秀れたj易を提供している。アメリカには

よくま¥Jられるワシン トン大学のフライデイハ ーバー!日山

海尖!験所，カリフ元ノレニア大学のポデガ1:~lu'~(rぜ災験J9í .

スタ ンフ ォ ード大学のホプキン ス l:~n'~ dfl実験所， カリフ

オノレニア大学のスクリアプス研究所など，秀れた1没(liii

をもっ施設が二ItからI有にかけて ，l~ぶが， カナタ ii\ )'[~vこ

はそのような}j包設がなかった。このことからカナダjJlj

i'filu:大学 (サイモンプレ ーザ 一大学，アノレパータ大学，

カノレガー リ大学， ブリティシュコロン ピア大学:および

ピク トリ ア大学) の似究者迷がつくる上l山11がí ~l::物学

会の勿)Jにより 1972年に Bamnelcl山:;ifIj災験所の1111

設を見るにいたった。

BamnelclはがJ701止市，人 1.1約 250人の小さなi郎総

で，その主産業はiHl業に依存する。なかなかj瓜光州仰な

T9fで，iIlii!'t生物は頗るi!lGである。付近に生育するil仕泌

についてはブリティシュコロンビア大学の SCAGEL

教授によるリスト (1973)があり ， それによると紋泌

32凡悩必 59fl，紅lW~ 193符1，合計 284H(の生育が

女1 1 られる 。 l'l に f}Jfj~ コ ンブ 白地物に忠、まれ， .' 19arlllll ， 

.llaria Costa川町 CYlllathere.Egregia， 1こ!cdoρん)'1-

111111， Lalllillaria， Les岬 1110ρsis，l¥lacrocystis， N"r-

eocystis. 1二'!euroρhyclIs，Poste/、ia，Ptclコ'goρhor(/泊、

_~~:p巨す る 。 さらに興味あることに， アラメ以 (Eiscllia )

も生育するとし、う。

)i!¥;iiT9rはiiJilrfケーブノレ会(.1:の跡地にあり ，その好?と

の建物は取り こわされたが，鉄筋の建物は伐され， I川

市lが改決されて， これが主フ拶!I~[となっている(J珂1- 1 )。

災!\;í!似の I)~;"(ilの配i白等は凶-4 のようで， このili物のほ

図 1 Bamnelcl臨海実験所の概観

図 2 毘;{111'il'iの古Ijに立つ SCAGEL

教援と DRUEI-lL I-.lj:士

図 3 i;'i泊施設
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図-4 主実験棟見取図

という「昆布館」の文字が見える。この突験所の設立

の目的は海洋生物学の教育と研究の場の提供にあり，

このことから， 5-8月の夏期には4カ月間にわたりい

わゆる夏学期コース(または夏期大学)が閥均通れる。現

在は 6週間または 3週間を単位とするコースが8つ開

講される。海産藻学のコースは6週間で5月初旬から

6月にかけて開かれ，指導には前記の SCAGEL教授

やサイモンフレーザ一大学の DRUEHL博士が当って

いる。筆者が訪れた時は夏であったので，幾つかのコ

ースが開講中で，いろいろな大学からの学生達で放っ

ていた。話はし、ささか飛躍するが，そのif明治 9i'j三

(1876)にアメリカ東海岸のウッヅホール|臨海実験所で‘

な行われたハーバード大学主催の夏期大学に参加し

D. W. G. F ARLOW教授の指導を受け，わが国に初め

て海藻についての学問を輸入し，また|湖付金太郎先生

の印Iiでもあった欠田部良吉先生，さらに，ここ Bamfield

から程述くない PortRenfrewの BotanyBayにあ

ったミネソタ大学臨海実験所(数年で消滅した)にゆl
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図-5 Bamfield臨海実験所への交通

またさきの所長でもあった SCAGEL教授は日本の藻

類研究者や学生がこの施設を利用することを熱心に希

望されていた。なお参考までに費用は，実験室使用料

4ドル11日(カナダド JV，以下同様)， 宿泊費 45-90

ドル11月({凶室か相部屋か，炊事施設の有無による)，

食費 10ドル11日である。交通はパンクーパ-rliから

パンクーパーghへのフェリー乗船場の Tsawwassen

または HorseshoeBayまで車で約1時間，フェリー

約2時間，次いで車で臨海実験所のある Bamfieldま

で約 5時間の行縦である(図 5)0 Bamfield臨海実験

所の利用については，さしあたってはプリティシュコ

ロンピア大学他物学部の R.F. SCAGEL教伎とA絡

をとられるのがよい。

今回の筆者の Bamfield行に際しては SCAGEL教

綬に多大のご配!I'd.をいただいた。なお旅費は文部省在

外研究員費によった。記して厚くお礼申し上げる。

治 34年 J.Tilden教授に連れられた学生達とともに 文 献

訪れ，精力的に海藻の研究(特にサンゴモの研究)を SCAGEL， R. F. 1973. Marine benthic plants in 

行なったわが国の初期の海藻学者遠藤吉三郎博士の話 the vicinity of Bamfield， Barkley Sound， 

などを思い浮べた。この臨海実験所の設立に%力され British Columbia， Syesis， 6: 127-145. 

学会録事

本学会会員 三輪知雄氏は，去る昭和54年 12月27日逝去されました。

謹んで哀悼の意を表します。




